
 

 

 

 

今月の聖句 

うれしいね／わくわくするね／共に喜ぶ 
 

さあ、ベツレヘムへ行こう。 
ルカによる福音書 ２章 15 節  

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス

を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し

常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重

する。 

１２月の園だより 
2024 年度 久宝まぶねこども園 ℡992-2033 

今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇天気の良い日は、できるだけ外気に触れて過ご

す。 

◇言葉や仕草からの要求を受け止めてもらい、保 

育者などとの言葉のやり取りや触れ合い遊び

を楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇衣服の着脱など簡単な身の回りのことを自分

でする。 

◇季節のイベントや気温の変化を通して、冬の季

節を感じる。 
 
ひつじぐみ 

◇クリスマスの雰囲気を味わい、年末年始の行事 

に楽しんで参加する。 

◇寒さに負けず、戸外で十分に身体を動かして遊 

び、保育者や友だちとの関わりを楽しむ。 
 
ゆりぐみ 

◇クリスマスや年末年始など、季節の行事に関心 

を持つ。 

◇手洗い・うがいの習慣が身に付き、自分から進 

んで取り組む。 
 
ばらぐみ 

◇クリスマス礼拝に参加したり、クリスマスの製 

作などを通して、クリスマスを楽しみに待つ気 

持ちやキリスト教本来のクリスマスを感じる。 

◇寒さに負けず、体を動かして遊ぶ。 
 
ほしぐみ 

◇友だちと力を合わせて取り組む過程を通して

充実感を味わう。 

◇年末・年始の行事の意味を知り、関心を持った 

り、楽しみにする。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今月のうた 
 

♪ ハッピー バースデー 

トゥー ユー（讃美歌） 

♪ 赤鼻のトナカイ  

家庭連絡  
◆園児や家族の方が感染症（インフルエンザ・コ

ロナウイルス・アデノウイルス・胃腸炎など）

に感染された時は報告をお願いします。 

◆園で使用する防寒着は、子どもたちの安全確保

の意味を含め、フードや紐がない物をご用意く

ださい。必ず本人の名前を分かるところに記入

してください。 

◆登園は９時 30 分までにお願いします。 

９時 30 分の時点で確認できている出席人数と

遅刻等のご連絡をくださった人数で給食人数を

報告する関係上、欠席や遅刻の連絡は必ず９時

15 分までにご連絡ください。 

◆平日お仕事がお休みの時に登園される場合は、

９時から 17 時の間でご利用ください。その際

は、乳児クラスは連絡ノートに、幼児クラスは

元気カードにその旨を記入し、緊急連絡先の優

先順位をご記入いただくか、コドモンに連絡事

項でお知らせください。また、予定よりお仕事

が早く終わられた場合なども、お迎えの時間を

早めてくださるよう、ご協力をお願いします。 

◆保育短時間認定のお子様は、登降園の打刻が９

時から 17 時までの間にお願いします。 

◆汚れものを入れて持ち帰る袋は、必ず３枚以上

ロッカーや通園鞄にご用意ください。 

 嘔吐やおもらしがあった場合は、汚れた衣類な

どは水洗いをせず、ビニール袋を２重にして持

ち帰りますので、少し多めにご用意ください。 

※詳細については、ほけんだより１号に記載し

ていますので、ご確認ください。 

今月の行事 
 

７日(土) クリスマス礼拝：ばら・ほしぐみ 
１３日(金) クリスマスコンサート 
      音楽会・クラス懇談会：ほしぐみ 
１７日(火) クリスマス会・誕生会 
２１日(土) 発表会・クラス懇談会：ゆりぐみ 
２４日(火) ２学期終業式 
２５日(水)～１月７日(火) 冬期保育 
２８日(土) 家庭保育奨励日：保育は１３時まで 
３０日(月)～１月４日(土) 冬休み  

はとぐみとひつじぐみの発表会や、ばらぐみの音楽会が終了し、ゆりぐみでは

発表会に向けて、ばら・ほしぐみはクリスマス礼拝に向けての取り組みが盛んに

なり、園内は讃美歌やクリスマスソングが響き渡っています。 

これから迎えるアドベント（主の降誕を待ち望む期間）は、保育室や園内に製

作した装飾と共に、子どもたちと一緒に、イエス様の降誕に向けての準備や祈り

の時を味わいたいと思います。 

益々寒さは厳しくなり、体調を崩しやすくなります。体調には十分に気を付け、

うがいや手洗いなどで感染症の予防に努め、クリスマスや年末年始を元気に過ご

してほしいです。 

 
すっかり日が暮れるのが早くなり、夕方のお迎えの時間には暗くなっていることが多く

なりました。12 月になると、街中にはイルミネーションが明るく輝くようになります

が、今からおよそ 2000 年前の最初のクリスマスに、赤ちゃんイエス様が生まれたのは、

華やかさとは無縁の暗くて小さな家畜小屋の「まぶね（飼い葉おけ）」の中でした。また

その嬉しいお知らせを最初に聞かされたのは、当時、人々からのけ者にされていた羊飼

いたちでした。夜も野原で羊の番をしていた彼らは、町の中には自分たちの居場所がな

いことをよく知っていました。そんな彼らに、他でもない「あなたがたのために今日、

救い主がベツレヘムにお生まれになった」と天使は告げました。「まさか自分たちが選ば

れるなんて！」。驚いた彼らは、すぐさま「さあ、ベツレヘムへ行こう」と言って立ち上

がりました。その心はすっかり明るく燃えていたのだと思います。クリスマスは、暗闇

の中に沈み込んでいる人が、光に照らされ、引き起こされる時です。毎日、うまくいか

ないことがあると落ち込んでいたとしても、きっと大丈夫。クリスマスにお生まれにな

ったイエス様は、そんなあなたの隣に、私たちの隣に、今も一緒におられます。だから

「さあ、一緒にやってみよう」「諦めないで、もう一度やってみよう」。神様からの光を

受けて、私たちは力づけられ、励まされながら、この冬の日々を過ごしていきます。 

チャプレン・牛田匡 


